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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エラストマー材料から作られる物品用のゴム引き補強プライであって、複数本の相互に
離間し、平行に配置された強度部材を含み、いずれの強度部材も少なくとも１本の撚られ
たビスコースマルチフィラメントヤーンからなる補強プライにおいて、前記ビスコースマ
ルチフィラメントヤーンが、１５％～４０％の範囲の結晶化度を有し、かつＤＩＮ　ＥＮ
　ＩＳＯ　１３９－１：２００５の標準大気中におけるコンディショニング後に≧１５０
ｄｔｅｘ～＜１１００ｄｔｅｘの範囲のヤーン線密度および≧４５ｃＮ／ｔｅｘ～≦５５
ｃＮ／ｔｅｘの範囲の引張強さを有し、その際、該ビスコースマルチフィラメントヤーン
が、ビスコース法を使用してキサントゲン酸セルロースの誘導体から生産されることを特
徴とする、補強プライ。
【請求項２】
　前記ビスコースマルチフィラメントヤーンが、２０％～３５％の範囲の結晶化度、≧１
７０ｄｔｅｘ～＜９００ｄｔｅｘの範囲のヤーン線密度、および≧４５ｃＮ／ｔｅｘ～≦
５５ｃＮ／ｔｅｘの範囲の引張強さを有することを特徴とする、請求項１に記載の補強プ
ライ。
【請求項３】
　前記ビスコースマルチフィラメントヤーンが、２４％～３０％の範囲の結晶化度、≧２
００ｄｔｅｘ～≦８４０ｄｔｅｘの範囲のヤーン線密度、および≧４８ｃＮ／ｔｅｘ～≦
５３ｃＮ／ｔｅｘの範囲の引張強さを有することを特徴とする、請求項２に記載の補強プ
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ライ。
【請求項４】
　前記ビスコースマルチフィラメントヤーンが、２．５ｎｍ～５ｎｍの範囲の結晶子の幅
および９ｎｍ～１３ｎｍの範囲の結晶子の高さを有することを特徴とする、請求項１～３
のいずれか一項に記載の補強プライ。
【請求項５】
　前記ビスコースマルチフィラメントヤーンが、３００～４５０の範囲の複屈折率△ｎ・
１０４を有することを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の補強プライ。
【請求項６】
　前記ビスコースマルチフィラメントヤーンが、１．２～４．０ｄｔｅｘの範囲のフィラ
メント線密度を有することを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の補強プラ
イ。
【請求項７】
　前記ビスコースマルチフィラメントヤーンが、≧５％～≦２０％の範囲の切断時伸びを
有することを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の補強プライ。
【請求項８】
　前記強度部材が、少なくとも２本の相互に撚り合わされたマルチフィラメントヤーンか
らなる繊維コードであること、および前記強度部材が、その補強プライ中に１２０ｅｐｄ
ｍ～２８０ｅｐｄｍの密度で配置されることを特徴とする、請求項１～７に記載の補強プ
ライ。
【請求項９】
　前記マルチフィラメントヤーンが、２５０ｔｐｍ～６５０ｔｐｍの下撚りを有すること
、および前記繊維コードが、２５０ｔｐｍ～６５０ｔｐｍの上撚りを有することを特徴と
する、請求項８に記載の補強プライ。
【請求項１０】
　前記繊維コードが、６２０ｄｔｅｘ×２構造または７８０ｄｔｅｘ×２構造を有し、両
方のヤーンがビスコースからなることを特徴とする、請求項８または９に記載の補強プラ
イ。
【請求項１１】
　前記繊維コードが非対称であり、かつマルチフィラメントヤーンが、異なるヤーン線密
度を有し、前記コードの上撚りの方向が前記ヤーンの下撚りと反対方向であることを特徴
とする、請求項８または９に記載の補強プライ。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の少なくとも１枚の補強プライを含む空気入り車
両用タイヤ。
【請求項１３】
　前記補強プライが、カーカス、および／またはベルトバンド、および／またはビード補
強材であることを特徴とする、請求項１２に記載の空気入り車両用タイヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エラストマー材料から作られる物品用の、好ましくは車両タイヤ用のゴム引
き補強プライに関する。この補強プライは、複数本の相互に離間し、平行に配置された強
度部材を含み、いずれの強度部材も少なくとも１本の撚られたビスコースマルチフィラメ
ントヤーンからなる。本発明はさらに、この補強プライを含有する空気入り車両用タイヤ
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エラストマー材料から作られる、例えば工業用ゴム製品および（空気入り）車両用タイ
ヤなどの物品用の補強プライは最高度の重要性を有し、当業者の共通一般知識である。補
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強プライは、強度部材として知られる複数本の補強用スレッド形状要素を含んでいる。こ
れらは、エラストマー材料中に完全に埋め込まれる。これらの補強プライの強度部材は、
例えば織布の形態、または連続的に巻かれたカレンダー処理強度部材の形態を有する。
【０００３】
　適切なサイズおよび形状のゴム引き補強プライを、更なる構成部品と組み合わせて工業
用ゴム製品または空気入り車両用タイヤを形成する。対象の製品におけるゴム引き補強プ
ライの機能は、それを補強することである。
【０００４】
　セルロースは、世界中で最も多用されかつ重要である、天然の再生可能な、従って環境
にやさしいポリマーである。セルロース繊維、フィラメント、およびマルチフィラメント
は、様々な方法および形態で得ることができ、それも当業者に同様に知られ、またなじみ
深い。最も一般的に使用される方法は、セルロースをまず可溶性の活性な、または簡単に
鹸化する誘導体に変え、そして溶解する、いわゆる再生セルロース法である。セルロース
をそれから再生することができる可溶性誘導体の例には、酢酸セルロース、ギ酸セルロー
ス、および炭酸セルロースが挙げられる。最も重要な方法であるビスコース法では、その
活性な誘導体はキサントゲン酸セルロースであり、このビスコース法を使用して生産され
るヤーンは、ビスコースヤーンまたはレーヨンヤーンとして知られる。ビスコース法では
溶液をポンプで紡糸口金を通過させ、凝固浴中で再生させてビスコースフィラメントを形
成し、それを１つまたは複数の後処理のステップにおいて洗浄し、サイズ剤を塗布し（お
よび任意選択で機能性塗膜を施し）、最後に連続フィラメントパッケージに巻き上げるか
、またはカットファイバーに加工する。
【０００５】
　前文のような補強プライは、例えば米国特許出願公開第２０１０　０１５　４３　７７
Ａ１号明細書から知られる。この補強プライの強度部材は、４４４ｄｔｅｘ～１０，００
０ｄｔｅｘの間の繊度を有するリヨセルのマルチフィラメントヤーンを含む。具体例とし
てのマルチフィラメントヤーンは、約１６７０ｄｔｅｘの繊度および約５３ｃＮ／ｔｅｘ
の引張強さを有する。
【０００６】
　欧州特許第０　９０８　３２９Ｂ１号明細書は、ＰＥＴまたはＰＥＮの合成マルチフィ
ラメントヤーンから形成された繊維コードを含む補強プライを開示している。これら繊維
コードは、使用されるそれらの構造およびヤーン線密度のため、比較的細く、したがって
ゴム引きされた補強プライのプライ厚は比較的薄い。それは、これらの強度部材をゴム引
きするのにより少ないゴム材料が必要であるという利点を有し、それは材料コストの削減
をもたらす。製品、例えば車両用タイヤにおける薄いゴム引き補強プライは、タイヤの重
量を軽減し、かつまたタイヤの転がり抵抗に対してプラス効果を与えるより低いヒステリ
シスを生じさせるため、さらに有利である。
【０００７】
　低いヤーン線密度の高強度セルロースマルチフィラメントヤーンもまた知られている。
低い全体的線密度の超高強度ヤーンが、例えばギ酸セルロースにおいて、またホルムアル
デヒド変性ビスコース法から得られることが知られている。すなわち、特許文献米国特許
第６，２６１，６８９号明細書は、ギ酸セルロース繊維について述べており、これはＥＮ
　ＩＳＯ　２０１３９（現在はＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　１３９）に規定されている標準大
気に従って温度（２０±２）℃および相対湿度（６５±２）％でコンディショニングされ
、４６０ｄｔｅｘの全体的線密度および７６ｃＮ／ｔｅｘの引張強さを有する。
【０００８】
　特許文献米国特許第３，３８８，１１７号明細書は、ホルムアルデヒド変性ビスコース
法について述べており、この方法は、５００本の個々のフィラメントからなり、４８５ｄ
ｔｅｘの全体的線密度を有するビスコースマルチフィラメントヤーンを生成する。２０℃
および相対湿度６５％でコンディショニングした後、７８ｃＮ／ｔｅｘの引張強さが測定
されているが、その報告された引張強さは、マルチフィラメントヤーンに対してではなく
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、マルチフィラメントから採取した報告されていない本数の個別的なフィラメントに対し
て決められている。マルチフィラメントヤーンについて測定される引張強さは、マルチフ
ィラメントヤーンから採取した或る一定の本数の個別的なフィラメントについて測定され
る引張強さよりもかなり低いことが知られているため、米国特許第３，３８８，１１７号
明細書に記載されているマルチフィラメントヤーンの引張強さは、７８ｃＮ／ｔｅｘより
もかなり低い。一つの理由は、マルチフィラメントヤーンの場合の２５０ｍｍ～５００ｍ
ｍではなく、慣例のより短い２０ｍｍ～５０ｍｍのクランプ長さである。凝固浴にホルム
アルデヒドを使用することにより並外れた程度までビスコース繊維の引張強さが上昇する
ことがさらに知られており、したがってホルムアルデヒドなしの場合、米国特許第３，３
８８，１１７号明細書に記載されている方法は、７８ｃＮ／ｔｅｘよりもかなり低い引張
強さを生じさせる。ホルムアルデヒドの使用により引張強さを高める効果については、と
りわけ“Ｆｉｂｅｒ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ”，ＩＳＳＮ　１５７－８４９３，ＺＤＢ－Ｉ
Ｄ　２０３７１４１Ｘ　ｖｏｌｕｍｅ　１（１９７１年６月），６３１～３３頁において
著者のＡ．Ｋｈ．Ｋｈａｋｉｍｏｖａ、Ｎ．Ｂ．Ｓｏｋｏｌｏｖａ、およびＮ．Ｓ．Ｎｉ
ｋｏｌａｅｖａが記述している。この参考にされた著者は、さらにホルムアルデヒドの使
用が、ビスコースの分解生成物とホルムアルデヒドの不溶性反応生成物を生じさせると書
いている。この不溶性反応生成物は、紡糸浴の回路で問題を引き起こす。ホルムアルデヒ
ドの使用はさらに、製造作業者の健康に悪影響がある。ホルムアルデヒドを用いて生産さ
れる前述のビスコースマルチフィラメントヤーンの結晶化度は４５％である。
【０００９】
　特許文献英国特許第６８５，６３１号明細書は、１００本の個々のフィラメントからな
り、１００デニール（１１０ｄｔｅｘ）の低い全体的線密度を有するレーヨンヤーン、す
なわちビスコースマルチフィラメントヤーンについて述べている。しかし、それらの標準
状態の引張強さは、たったの２．３ｇ／デニール（２０．４ｃＮ／ｔｅｘ）であり、また
それらの絶乾引張強さは、２．９ｇ／デニール（２５．６ｃＮ／ｔｅｘ）である。英国特
許第６８５，６３１号明細書はさらに、２６０本のフィラメントで４００デニール（４４
０ｄｔｅｘ）のヤーン線密度と、標準状態ビスコースマルチフィラメントヤーンにおいて
４．１ｇ／デニール（３６．２ｃＮ／ｔｅｘ）および絶乾ビスコースマルチフィラメント
ヤーンにおいて５．３ｇ／デニール（４６．８ｃＮ／ｔｅｘ）の適度の引張強さとを有す
るヤーンを例示している。
【００１０】
　環境への懸念は、工業用ゴム製品および（空気入り）車両用タイヤにおいて天然の、再
生可能な、かつ環境に配慮して処理された原料を使用することに対する、かつまた前述の
製品のための対応する補強プライを提供することに対する取組みを後押ししている。それ
らはさらに、これらの補強プライを含む空気入り車両用タイヤの転がり抵抗を減らすであ
ろう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　したがって本発明が対象とする問題は、比較的薄い、かつ環境にやさしい方法で製造さ
れ、処理されているようなエラストマー材料から作られる物品用の補強プライを提供する
というものである。そのような補強プライの物理的性質は、工業用ゴム製品または空気入
り車両用タイヤにおける用途にとって最適な範囲にあるであろう。
【００１２】
　本発明が対象とする問題はさらに、環境にやさしい方法で作られ、かつ比較的低い転が
り抵抗を有する空気入り車両用タイヤを提供するというものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　この補強プライに関する問題は、ビスコースマルチフィラメントヤーンが１５％～４０
％の範囲の結晶化度を有し、かつＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　１３９－１：２００５の標準大
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気中でコンディショニングした後に、≧１５０ｄｔｅｘ～＜１１００ｄｔｅｘの範囲のヤ
ーン線密度と、≧４５ｃＮ／ｔｅｘ～≦５５ｃＮ／ｔｅｘの引張強さとを有する場合、解
決される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】表３に記載したレーヨン繊維コードの力－伸び曲線である。
【図２】それぞれ表４に記載した繊維コードのうちの１種類を含む単位Ｎ／ｄｍで表した
３種類のゴム引きされていない織布の力－伸び曲線である。凡例中の「ｅ」は、ｅｐｄｍ
を表す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　その強度部材が環境にやさしい方法で処理されたビスコースマルチフィラメントヤーン
を含む、作り出された補強プライは、比較的薄い。これまではタイヤ中のゴム引き補強プ
ライは、この用途にとって必要な強度を得るためには高いヤーン線密度を有するビスコー
ス／レーヨンマルチフィラメントヤーンの比較的太い強度部材を利用しなければならなか
った。本発明のビスコースマルチフィラメントヤーンが当業者にとってどれほど驚くべき
ものであるかは、なぜ本発明のビスコースマルチフィラメントヤーン（≧１５０ｄｔｅｘ
～＜１１００ｄｔｅｘの範囲のヤーン線密度を１５％～４０％の範囲の結晶化度と組み合
わせる）が、このビスコースマルチフィラメントヤーンについて測定される≧４５ｃＮ／
ｔｅｘ～≦５５ｃＮ／ｔｅｘの引張強さを有するべきであるかを本発明者らでさえ説明す
ることができないという事実によって示される。マルチフィラメントヤーンのいずれのフ
ィラメントも、好ましくは円形の断面またはザラザラした断面を有する。強度部材を含む
前述の補強プライは、工業用ゴム製品、特に（空気入り）車両用タイヤにおいてきわめて
有用である。
【００１６】
　本発明の環境にやさしい補強プライは、具体的には特に車両用タイヤにおける用途の必
要条件を満たす破壊強さ、引張強さ、弾性率、耐疲労性、および破断時伸びを有する。
【００１７】
　本発明に関連して用語「標準状態」とは、本発明のビスコースマルチフィラメントヤー
ンが、標準大気に対応したその１３±１重量％の平衡含水率を達成するまで、したがって
恒量に到達するまで、そのヤーンが前述の標準大気中に保管されることを意味するものと
理解されたい。これは、前述の標準大気中で≧１６時間のコンディショニング時間を必要
とする。
【００１８】
　本発明のビスコースマルチフィラメントヤーンの繊維データ、すなわちヤーン線密度、
破壊強さ、引張強さ、および破断時伸びは、上記標準状態において
　・エアークランプを備えたＣＲＥ引張試験機（ＣＲＥ：試験片の定速伸長）、
　・１００ｔ／ｍ（ｔ／ｍ＝撚り数／メートル）の生産者撚りを有するマルチフィラメン
トヤーンの試験、
　・試験片のクランプ長さ：５００ｍｍ、
　・伸長速度：５００ｍｍ／分（１００％／分）
の条件下でＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　２０６２：２００９に従って測定される。
【００１９】
　前述の標準規格で述べたコンディショニング条件および試験条件は、製造繊維業界の関
連標準規格（ＢＩＳＦＡ「ビスコース、キュプラ、アセテート、トリアセテート、および
リヨセルフィラメントヤーンの試験方法（Ｔｅｓｔｉｎｇ　ｍｅｔｈｏｄｓ　ｆｏｒ　ｖ
ｉｓｃｏｓｅ，ｃｕｐｒｏ，ａｃｅｔａｔｅ，ｔｒｉａｃｅｔａｔｅ　ａｎｄ　ｌｙｏｃ
ｅｌｌ　ｆｉｌａｍｅｎｔ　ｙａｒｎｓ）」２００７年版）、および対応する国際標準規
格（ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　６０６２、ＤＩＮ　ＥＮ　１３９、ＡＳＴＭ　Ｄ８８５、Ａ
ＳＴＭ　Ｄ１７７６）に相当する。
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【００２０】
　本発明のビスコースマルチフィラメントヤーンの結晶化度は、Ｈｅｒｍａｎｓ，Ｐ．Ｈ
．、Ｗｅｉｄｉｎｇｅｒ，Ａ．、Ｔｅｘｔｉｌｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｊｏｕｒｎａｌ　
３１（１９６１）５５８～５７１に記載されている広角Ｘ線散乱（ＷＡＸＳ）によって定
量化される。その測定された値は±１．５％ポイントの推定最大誤差を有する。
【００２１】
　一つの好ましい実施形態ではビスコースマルチフィラメントヤーンは、２０％～３５％
の範囲の結晶化度、≧１７０ｄｔｅｘ～＜９００ｄｔｅｘの範囲、好ましくは≧１７０ｄ
ｔｅｘ～＜８５０ｄｔｅｘの範囲のヤーン線密度、および≧４５ｃＮ／ｔｅｘ～≦５５ｃ
Ｎ／ｔｅｘの範囲の引張強さを有する。
【００２２】
　特により好ましい実施形態ではビスコースマルチフィラメントヤーンは、２４％～３０
％の範囲の結晶化度、≧２００ｄｔｅｘ～≦８４０ｄｔｅｘの範囲、好ましくは≧２００
ｄｔｅｘ～≦８２０ｄｔｅｘの範囲のヤーン線密度、および≧４８ｃＮ／ｔｅｘ～≦５３
ｃＮ／ｔｅｘの範囲の引張強さを有する。
【００２３】
　一つの好ましい実施形態ではビスコースマルチフィラメントヤーンは、２．５ｎｍ～５
．０ｎｍの範囲、より好ましくは３．０ｎｍ～４．５ｎｍの範囲の結晶子の幅と、９．０
ｎｍ～１３．０ｎｍの範囲、より好ましくは１０ｎｍ～１２ｎｍの範囲の結晶子の高さを
有する。結晶子の幅は、Ｌ（１－１０）結晶面の反射から求められ、一方、結晶子の高さ
は、Ｌ（００４）結晶面の反射から求められる。ホルムアルデヒド変性ビスコース／凝固
浴から紡糸できる、また対応してより伸縮性の高強度セルロース繊維は、際立って大きな
Ｌ（００４）反射を示す。例えば、もはや製造されていない製品であるＣｏｒｄｅｎｋａ
　ＥＨＭ（登録商標）は、１５．０ｎｍの結晶子の高さを示していた（Ｍ．Ｇ．Ｎｏｒｔ
ｈｏｌｔ、Ｈ．Ｂｅｒｓｔｏｅｌ、Ｈ．Ｍａａｔｍａｎ、Ｒ．Ｈｕｉｓｍａｎ、Ｊ．Ｖｅ
ｕｒｉｎｋ、Ｈ．Ｅｌｚｔｅｒｍａｎ、Ｐｏｌｙｍｅｒ　２００１，４２，８２４９～８
２６４）。
【００２４】
　一つの好ましい実施形態ではビスコースマルチフィラメントヤーンは、３００～４５０
の範囲、より好ましくは３３０～４２０の範囲の複屈折率△ｎ・１０４を有する。複屈折
率△ｎは、干渉顕微鏡を用いて測定される（Ｊ．Ｌｅｎｚ、Ｊ．Ｓｃｈｕｒｚ、Ｄ．Ｅｉ
ｃｈｉｎｇｅｒ、Ｌｅｎｚｉｎｇｅｒ　Ｂｅｒｉｃｈｔｅ　１９９４，９，ｐ．２１；Ｐ
．Ｈ．Ｈｅｒｍａｎｓ、Ｃｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　ｏ
ｆ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ　Ｆｉｂｒｅｓ，Ｃｈａｐｔｅｒ　７，Ｅｌｓｅｖｉｅｒ，Ａｍ
ｓｔｅｒｄａｍ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９４６）。なお、ホルムアルデヒドを使用して製
造された米国特許第３，３８８，１１７号明細書のビスコースマルチフィラメントヤーン
の複屈折率△ｎ・１０４は、＞５３０～５７６の範囲にあり、したがって際立って高い。
【００２５】
　ビスコースマルチフィラメントヤーンが１．２～４．０ｄｔｅｘ、好ましくは２．４～
３．０ｄｔｅｘの範囲のフィラメント線密度を有する場合、本発明の補強プライをカーカ
スプライとして利用することは、空気入り車両用タイヤの耐疲労性にとって有利である。
【００２６】
　一つの好ましい実施形態ではビスコースマルチフィラメントヤーンは、≧５％～≦２０
％の、好ましくは≧６％～≦１５％の範囲の切断時伸びを有する。このような補強プライ
をカーカスプライとして含有する空気入り車両用タイヤは、縁石接触などの極限の状態下
でさえより耐疲労性である。
【００２７】
　このビスコースマルチフィラメントヤーンは、レーヨンマルチフィラメントヤーンであ
る。
【００２８】
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　強度部材が、少なくとも２本の相互に巻き付いたビスコースマルチフィラメントヤーン
からなり、好ましくは補強プライ中に１２０ｅｐｄｍ～２８０ｅｐｄｍの密度で配置され
た繊維コードである場合、有利である。
【００２９】
　「ｅｐｄｍ」とは、１デシメートル当たりのエンド数を意味し、補強プライ中のコード
密度を記述するものと理解されたい。
【００３０】
　ビスコースマルチフィラメントヤーンが２５０ｔｐｍ～６５０ｔｐｍの下撚りを有する
場合、またその繊維コードが２５０ｔｐｍ～６５０ｔｐｍの上撚りを有する場合、有利で
ある。マルチフィラメントヤーンの下撚りは、Ｓ－向きでもＺ－向きでもよいが、上撚り
の方向はマルチフィラメントヤーンの下撚りの方向と反対である。
【００３１】
　６２０ｄｔｅｘ×２構造で１９０ｅｐｄｍの密度の、または７８０ｄｔｅｘ×２構造で
１６０ｅｐｄｍの密度のビスコースマルチフィラメントヤーンから形成され、どちらの場
合も１．２～４．０ｄｔｅｘの間、好ましくは２．４～３．０ｄｔｅｘの間のフィラメン
ト線密度を有する繊維コードを有する補強プライを使用することが特に有用であることが
分かった。この繊維コードは、きわめて細く、かつきわめて高いレベルの耐疲労性を有す
る。
【００３２】
　このビスコースマルチフィラメントヤーンは、驚くべきことに英国特許第６８５，６３
１号明細書の実施例２に記載されている方法を、下記に述べるように幾つかの技術的特徴
に関して修正した場合に得られる。本発明による方法のいずれの段階においてもホルムア
ルデヒドは使用されない。
　・コットンリンターではなく針葉樹または落葉樹（軟木または硬木）パルプを使用した
。
　・ビスコースを、紡糸前のビスコースを基準にして０．０１～１．０重量％の範囲の濃
度のビスコース改質剤（例えば、エトキシル化脂肪酸アミンなどのアミンエトキシラート
、またはＰＥＧ　１５００などのポリエチレングリコール）と混ぜ合わせる。
　・使用される紡糸口金は、＜１００μｍの、好ましくは４０～８０μｍの範囲にある孔
径を有する。
　・第一巻取ロールにおける紡糸速度は５０ｍ／分未満、好ましくは１０～４０ｍ／分の
範囲である。
　・スレッドを、紡糸口金から糸道ダクトを経て凝固浴中に輸送する。糸道ダクト中のス
レッドの輸送は、繊維取り出し方向の凝固浴の流れによって増強される。
　・凝固浴における硫酸濃度は１５ｇ／Ｌを超え、好ましくは２０～１２０ｇ／Ｌの範囲
である。
　・凝固浴に硫酸ナトリウムおよび硫酸亜鉛を、好ましくは２５～２５０ｇ／Ｌ凝固浴の
濃度で加える。
　・凝固浴温度は３０℃を超えるが１００℃未満であり、好ましくは４０～９５℃の範囲
にある。
　・後続の定着浴は硫酸を、好ましくは２０～１２０ｇ／Ｌ定着浴の範囲の濃度で含有し
、またこれはキサントゲン酸セルロースの分解浴としての役割も果たす。
　・紡糸されたヤーンを１７５％超まで延伸する。好ましくは延伸は１８０～２２０％の
範囲である。
　・本発明のビスコースマルチフィラメントヤーンは、好ましくは２ステップ工程で生産
される。ヤーンを紡糸し、第一ステップで巻上げ、第二ステップでその巻き上げたヤーン
を巻き戻し、洗浄する。
【実施例】
【００３３】
　下記の表１は、２０４ｄｔｅｘ～１０１３ｄｔｅｘの標準状態ヤーン線密度を有する本
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発明の強度部材プライに使用されるビスコースマルチフィラメントヤーンの全体像の具体
例を示す。このビスコースマルチフィラメントヤーンは、英国特許第６８５，６３１号明
細書の実施例２に記載されている生産方法に対する上記で列挙した修正によって得られ、
それをＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　１３９－１：２００５の標準大気、すなわち温度２０．０
℃および相対湿度６５％中でコンディショニングし、その繊維データ、すなわちヤーン密
度、最大引張力、引張強さ、および切断時伸びを、すでに述べた条件下で標準状態におい
てＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　２０６２：２００９に従って測定した。ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ
　２０６２：２００９では引張強さを繊度固有最大引張力と呼び、また切断時伸びを最大
引張力の伸びと呼ぶ。
【００３４】
　表１はさらに、具体例としてのビスコースマルチフィラメントヤーンの幾つかについて
、広角Ｘ線散乱（ＷＡＸＳ）によって求められた結晶化度の値と、Ｌ（１－１０）結晶面
の反射から求められた結晶子の幅の値およびＬ（００４）結晶面の反射から求められた結
晶子の高さの値と、干渉顕微鏡法によって測定された複屈折率△ｎ・１０４の値とを含む
。
【００３５】
【表１】

【００３６】
　前述のようにマルチフィラメントヤーンから採取される選ばれた本数の個別的なフィラ
メントの引張強さは、そのマルチフィラメントヤーンについて測定される引張強さよりも
大きい。実施例３のビスコースマルチフィラメントヤーンのうちの２０本の個別的なフィ
ラメントを任意に採取し、コンディショニングし、その２０本の個別的なフィラメントす
べてをビスコースマルチフィラメントヤーンについて上記で述べたと同様に測定し、その
２０本の個別的なフィラメントの値を平均した場合、それは６０．４ｃＮ／ｔｅｘの引張
強さおよび１１．８％の切断時伸びを示す。したがって標準状態の個別的なフィラメント
について測定される引張強さおよび切断時伸びは、実施例３のビスコースマルチフィラメ
ントヤーンについて測定される対応する値よりも、それぞれ２０％および２８％高い。
【００３７】
　際立って高い引張強さは、絶乾ヤーン試験において、すなわちそのビスコースマルチフ
ィラメントヤーンを１０５℃で≧２時間乾燥した後に、引張試験機の上記設定値を用いて
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測定される。下記の表２は、標準状態（ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　１３９－１：２００５）
および絶乾状態の測定でそれぞれ得られる同一のヤーン試料の繊維データの違いを示す。
【００３８】
【表２】

【００３９】
　前述のように本発明のビスコースマルチフィラメントヤーンは、≧１５０ｄｔｅｘ～＜
１１００ｄｔｅｘ、好ましくは≧１７０ｄｔｅｘ～＜８５０ｄｔｅｘの範囲、より好まし
くは≧２００ｄｔｅｘ～＜８２０ｄｔｅｘの範囲のヤーン線密度を有する。
【００４０】
　さらに好ましい実施形態では本発明のビスコースマルチフィラメントヤーンは、≧１５
０ｄｔｅｘ～＜１１００ｄｔｅｘの範囲のヤーン線密度、または≧１７０ｄｔｅｘ～＜８
５０ｄｔｅｘの範囲のヤーン線密度、または≧２００ｄｔｅｘ～＜８２０ｄｔｅｘの範囲
のヤーン線密度を有し、かつ１．２～４．０ｄｔｅｘの間、またはより好ましくは２．４
～３．０ｄｔｅｘの間のフィラメント線密度を有するフィラメントを含有する。その結果
、本発明のこのようなビスコースマルチフィラメントヤーンは、単に細いコードを生産す
るために役立つだけでなく、きわめて高い耐疲労性のコードをもたらす。その一例は、３
００本のフィラメントによる８００ｄｔｅｘの標準状態ヤーン線密度を有する本発明の高
強度ビスコースマルチフィラメントヤーン（レーヨン８００ｄｔｅｘ、ｆ３００）である
。
【００４１】
　このビスコースマルチフィラメントヤーンは、
　－　マルチフィラメントヤーンを撚って所望の強度部材構造を得るステップ、
　－　所望の強度部材を含有する織布を生産するステップ、および
　－　ゴムに付着させるためにその織布を、例えばＲＦＬ浸漬によって活性化させるステ
ップ
を実施することによってカレンダー処理に適した織布に変えられる。これらは当業者に知
られている。
【００４２】
　また、このセルロース繊維の性質および構造はいかなる制限も課せられない。したがっ
てこのビスコースマルチフィラメントヤーンは、そのようなものとして、またはショート
カットファイバーとして、強度部材に、織布または編布に加工可能である。タイヤの製造
において直接にこのビスコースマルチフィラメントヤーンを含有する強度部材を使用する
こともまた可能である。
【００４３】
　空気入り車両用タイヤに関して本発明が取り組む問題は、上記のように空気入り車両用
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【００４４】
　この場合の補強プライは、具体的にはカーカス、および／またはベルトバンド、および
／またはビード補強材である。
【００４５】
　本発明の一つの好ましい実施形態の実例では補強プライは、空気入り乗用車タイヤのカ
ーカスプライとして使用される。この補強プライはゴム引きされた織布であり、強度部材
の目的で、６２０ｄｔｅｘ×２構造の２本の相互に撚り合わせたレーヨンマルチフィラメ
ントヤーンから形成された繊維コードを１９０ｅｐｄｍの密度で含む。それらマルチフィ
ラメントヤーンは、それぞれ６００ｔｐｍの下撚りを有し、かつ議論されている繊維コー
ドは、反対の回転方向の６００ｔｐｍの上撚りを有する。それぞれのヤーンのフィラメン
トは、２．４ｄｔｅｘのフィラメント線密度を有する。いずれのレーヨンマルチフィラメ
ントヤーンの破壊強度も、≧４５ｃＮ／ｔｅｘ～≦５３ｃＮ／ｔｅｘの範囲にある。この
ビスコースマルチフィラメントヤーンは、１５％～４０％の範囲の結晶化度を有する。す
べてのレーヨンマルチフィラメントヤーンが、≧６％～≦１５％の範囲の切断時伸びを有
する。すべてのレーヨンコードは０．４２ｍｍの直径を有し、それはゴム引き補強プライ
の０．７ｍｍの厚さをもたらす。
【００４６】
　本発明の別の好ましい実施形態の実例では補強プライは、同様に空気入り乗用車タイヤ
のカーカスプライとして使用される。この補強プライはゴム引きされた織布であり、強度
部材の目的で、７８０ｄｔｅｘ×２構造の２本の相互に撚り合わせたレーヨンマルチフィ
ラメントヤーンから形成された繊維コードを１６０ｅｐｄｍの密度で含む。それらマルチ
フィラメントヤーンは、それぞれ５５０ｔｐｍの下撚りを有し、かつ議論されている繊維
コードは、反対の回転方向の５５０ｔｐｍの上撚りを有する。それぞれのヤーンのフィラ
メントは、３．０ｄｔｅｘのフィラメント線密度を有する。いずれのレーヨンマルチフィ
ラメントヤーンの破壊強度も、≧４５ｃＮ／ｔｅｘ～≦５３ｃＮ／ｔｅｘの範囲にある。
このビスコースマルチフィラメントヤーンは、１５％～４０％の範囲の結晶化度を有する
。すべてのレーヨンマルチフィラメントヤーンが、≧６％～≦１５％の範囲の切断時伸び
を有する。すべてのレーヨンコードは０．４７ｍｍの直径を有し、それはゴム引き補強プ
ライの０．７５ｍｍの厚さをもたらす。
【００４７】
　下記の表３は、或る構造のレーヨン繊維コードのパラメータの全体像の具体例を示す。
【００４８】



(11) JP 6096321 B2 2017.3.15

10

20

30

40

50

【表３】

【００４９】
　図１は、表３に記載したレーヨン繊維コードの力－伸び曲線を示す。
【００５０】
　図２は、それぞれ表４に記載したレーヨン繊維コードのうちの１種類を含む単位Ｎ／ｄ
ｍで表した３種類のゴム引きされていない織布の力－伸び曲線を示す。凡例中の「ｅ」は
、ｅｐｄｍを表す。
【００５１】
　力－伸びの測定は、ＡＳＴＭ　Ｄ８８５に従って行った。
【００５２】
　下記の表４は、カーカスの目的で、或る構造および或るｅｐｄｍのレーヨン繊維コード
を含む織布を含有する空気入り乗用車タイヤと、またそのタイヤについて得られる転がり
抵抗との全体像の具体例を示す。
【００５３】
【表４】

【００５４】
　１００％の転がり抵抗は基準に対応する。＞１００％の転がり抵抗は低減（改善）した
転がり抵抗を表し、一方、＜１００％の転がり抵抗は増大（悪化）した転がり抵抗を表す
。
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【００５５】
　レーヨンマルチフィラメントヤーンから形成される細いコードは、高いコード密度にも
かかわらず改善された転がり抵抗を有することが明確に分かる。ビスコースは再生可能な
原料から得られ、かつまた環境にやさしい方法で加工／処理されるため、レーヨンマルチ
フィラメントコードは環境にやさしい。

【図１】

【図２】
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